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現在、多様な文化的背景の外国人児童が日本に在住しているが、その多くは「日本語の習得」とい

う大きな困難に直面している。取り出し授業や、日本語指導ボランティアの派遣、日本語教室の設置

など、さまざまな努力が行われているが、支援は十分であるとはいえない。また、読み書き等の学習

言語の習得には、日本語と母国語とを同時に学ぶことが効果的であるが、そうした環境整備には時間

的・財政的なボトルネックが存在する。われわれは、こうした限界を乗り越えるアイデアとして、デ

ジタルツールによる支援のネットワーク化を構想し、アクションリサーチという手法によりアプロー

チしている。ここでは、京都市在住のインドネシア人児童学習支援プロジェクトを事例に取り上げる。 

日本在住インドネシア人の場合、その多くは現地で公務員の職に就いており、国費留学生として来

日している知識エリート層である。両親の多くは、英語でのコミュニケーションが可能であり、また、

国費留学のため生活も安定している。しかしながら、インドネシア人児童の受け入れ側（教育委員会・

学校）にとっては、小規模なエスニックコミュニティであるため、言語的な支援者の不足ゆえに、散

在する児童の母国語にも配慮した学習支援を行うことはきわめて困難な状況にある。とりわけ、イン

ドネシアは非漢字文化圏のため、漢字の習得という点で児童は困難を抱えざるをえない。 

 散在する日本語指導が必要な児童に対する支援として、京都市では、①初期日本語指導員の派遣、

②通訳ボランティアの派遣、③日本語指導ボランティアの派遣を行っている。支援対象者のインドネ

シア人児童（2011 年 1 月来日）は、京都市から派遣された日本語指導ボランティアにより、週１回の

支援を受けている。われわれは、学校側の要請を受けて、2011 年 4月より、DAISY 多言語テキスト（文

字と音声がシンクロし、文章がハイライトされて読み上げられるなどといった特徴を持つデジタルブ

ック）に基づき、学習支援を試みてきた。 

本報告では、まず、１）現在まで行ってきた①参与観

察型の調査、②インドネシア人留学生協会のメンバーを

対象とした実態調査、③インドネシアにおける現地調査

に基づき、インドネシア人児童が置かれた状況について

報告したえうで、２）デジタルツールを使用した左図の

ようなトランスナショナルな外国人児童の学習支援シ

ステムの構想について説明する。 

デジタルツールを基盤とすることにより、外国人児童

の学習支援というきわめて専門的な支援に大学生たち

も参加できるようになっている。また、当事者であるインドネシア人留学生協会とインドネシアの大

学日本語学科との協力ネットワーク形成を立命館大学 DAISY 研究会が仲介することによって、支援者

側にもメリットを共有化しえる支援システムがより永続的に可能となることを明らかにする。 
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こんにちは、立命館大学の世森です。本日は、デジタルツール「DAISY」による外国人児
童学習支援ネットワーク形成にむけて、
現在行っている京都市でのインドネシア人児童支援を事例にご報告いたします。
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本日の発表内容はご覧のとおりです。

2



はじめに、京都市における外国人児童の現状について説明いたします。
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京都市では、ご覧のような外国人児童への支援がなされています。

中国帰国者の子弟などが多く在籍する学校では、一部、日本語教室も開設されていま
す。
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しかし、その多くは日本語指導を主としたものであり、母語の支援は限定的なものにな
ります。

一部の日本語教室では、中国語を話せる支援員が設置されており、母語での対応が
可能となっていますが、

近年増加しているフィリピン人児童など、対象児童以外への母語での対応が困難と
なっています。
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私たちは、母語支援に着目し、デジタルツール「DAISY」による、国境を越えた学習支援
のネットワーク化を提案し、実践しています。
デジタルツールを利用することで、学習支援の蓄積や共有化も可能となります。

公的ボランティアだけでなく、児童の両親である留学生当事者を含めた様々な支援者
にも参加してもらうことで、外国人児童支援の充実を図ります。
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こちらが、具体的なDAISYの教材です。
が 布資 ごDAISYについては、短時間での説明が難しいため、配布資料をご覧ください。

DAISY教材の現物もお持ちしておりますので、ご興味のある方は後でご覧ください。
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こちらが、支援の様子です。
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私は２年近く、インドネシア人児童への支援にとりくんできました。

支援のネットワーク化にかかわりながら、これまで調査してきたことを簡単ですがご報
告いたします。
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まずはインドネシア人留学生協会を対象にアンケート調査を行いました。

当事者である児童の両親の生活実態に着目し、支援連携の可能性を探るために実施
しました。
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２０１１年、日本における外国人登録者はご覧のとおりです。
が がインドネシア人が少ないことが分かります。
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実施したアンケート調査からは、ご覧のようなことが分かりました。

滞日インドネシア人の多くは、インドネシア現地で公務員や大学教授の職に就いており、
知識エリートだといえます。

主に学位取得のために来日しており、日本語でのコミュニケーションに不自由している
人もいます。
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２０代、３０代と比較的若い世代が多く、一緒に来日してきた幼い子供たちへの学習支
が援は重要となりますが、

インドネシア人自体の数が少ないため、母語での学習支援ができるような人材は少な
い状況です。

インフラ状況に関しては、９割がパソコンを保有しており、デジタルツールに抵抗は少な
いと考えます。
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私たちは国境を越えた支援ネットワークを目指しています。

そこで、インドネシア現地を訪れ、現地からの支援の可能性について聞き取り調査を
行ってきました。
結論から言えば、大学など、組織としての教材翻訳の支援は難しいとのことでした。
しかし、日本語学科卒業生からはすでに翻訳ボランティアとして協力してもらっており、
翻訳できる日本語能力をもつ、潜在的な協力者は存在すると考えています。
また、DAISY教材を使いたいという強い要望もあり、インドネシア人児童だけでなく、
インドネシアの日本語教育にもDAISY教材が役立つ可能性もあります。
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インドネシアにおける日本語学習の課題として、現地の日本語学科の先生方は日本語
ブ ピ げネイティブスピーカーの不足を挙げていました。

しかし、DAISYの音声読み上げ機能が、日本語教育に役立つと考えます。

デジタルツールの利用に関しては、インフラ状況が重要となってきます。
インドネシア全国ではパソコン普及率は高くありませんが、
インフラの整っている学校を基盤とする日本語教育においては、DAISYの利用は不可
能ではないと考えます。
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２年近くインドネシア人児童への学習支援をしてきて、DAISYがとても役に立ったことが
分かりました。

音声読み上げ機能のおかげで、漢字の読み方を確認しやすくなったり、母語の支援の
おかげで、学校での教科学習の内容理解が進んだ、と
ご両親や本人から聞きました。
学習の面で役に立っただけでなく、友達との関係性にも変化がありました。
DAISYでの学習支援の際に日本人の友達も集まってきて、インドネシア語を友達に教え
始めました。

ざ友達から尊敬のまなざしでみつめられた彼女は、自分に自信を持ったようでした。
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最後に、国境を越えた支援ネットワークの構築に向けて、現在のまとめと今後の課題
ごについてご報告します。

先ほどご報告したとおり、DAISYが学習支援に役立ち、日本に住むインドネシア人児童
だけでなく
インドネシア現地の日本語学習にも役立つ可能性があることが分かりました。
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現在、個人的な支援協力を得ている方々がおり、これからこのネットワークを広げてい
がくことが重要となってきます。

デジタルツールは簡単に共有できることから、散在している児童はもちろん、来日予定
のあるインドネシア人児童にも提供できれば、彼らの学習にも役立つと考えます。
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しかし、日本とインドネシア両方にメリットのある教材開発の難しさが課題となってきま
す。

また、当事者であるインドネシア人留学生協会が中心となって支援に関わることが重
要となってきますが、
支援の維持、継続性の課題を抱えています。

日本、インドネシアに関わらず、多様なボランティアと連携していくことが今後重要と
なってきます。

19



20


	ボランティア学会報告要旨ver4
	国際ボランティア学会発表ver2.pdf

